
北 

ご
参
加
の
皆
様
へ 

スタート！（八田駅４番出入口から）→八田水の広場→龍潭寺→宝珠院→ 

冨士権現天満宮→荒子観音寺→荒子公園→ゴール！（高畑駅5番出入口より） 

◆コースをむやみにはずれないようにしましょう。 

◆ゴールで、スタンプを押し、参加賞を受取りましょう。 

◆速さを競うものではありません。各自のペースで楽しく歩きま 

 しょう。 

◆交通ルールを守り安全に歩きましょう。信号は必ず守りましょう。 

◆歩道を横に広がって歩かないようにしましょう。 

◆住宅街の中を歩く時は、静かに歩きましょう。 

◆ゴミは必ず各自で持ち帰りましょう。 

◆歩きながらの喫煙など、他人の迷惑になる行為を避け、マナーを 

 守りましょう。 

◆自然や動植物、歴史的建造物を大切にしましょう。 

◆イベント参加中の事故については責任を負いかねますので、 

 ご了承ください。 

←公衆トイレ   

清潔に利用しましょ

う。印は大まかな位置を

示しています。地下鉄駅

構内にも トイレがありま

す。ご利用ください。 

  

プレゼント番号（下１ケタ）が、ゴールで

発表する当選番号と一致した方に、 
  

・エイデン高畑店 様 

・フィレンツェ高畑店 様  

・おもてなし武将隊 様     他 より 
 

提供の記念品いずれかをプレゼント！ 
※記念品の種類は選べません。 

 
八 

田 

駅 

 

高 
 

畑 
 

駅 

 

４番出入口から 

上がりましょう！ 

龍潭寺 

雨宮神社 

神明社 

宝珠院 

冨士権現天満宮 

遊
歩
道 

神明社 

荒子公園 
バラが見頃 

水の広場 

遊
歩
道 

龍潭寺 ★ 

庭一面に約10種類のコ

ケ類が広がり、「名古屋

の苔寺」ともいわれ、古

風な禅林のたたずまいを

みせています。 

冨士権現天満宮/荒子城跡 
前田利家が勧進した社で荒子城（1581年廃城）の鎮守神。利家が越

前へ移る際に残していった馬道具が保存されています。(見学不可） 

    よしだ麺    営業時間： 9時～17時 
 

創業明治２３年 

のきしめんの名店。 
めん10袋お買上げ（お持ち帰り）

の方に、さらに1袋進呈。 

 特典 

荒子観音寺 
11時15分～12時 

12時15分～13時 

 

 

高畑駅５番出

入口からお入

り下さい。 

荒子観音寺 ★ 
前田利家が修造。

多宝塔は、市内最

古の木造建築物。 

前田利家像 

（あおなみ線荒子駅前） 

坪井健樹園 
営業時間： 8時～17時 

四季折々の植物を取り揃える

園芸店。               

本日のみ全商品1割引 

 特典 

フィレンツェ高畑店 
 営業時間： 

9時30分～21時 

地元にちなんだ「あらこ

シュー」などを販売。 

 
①久野商店 

荒子こんにゃく等販売。            

本日に限り 

9時30分～13時30分 

ところてんの試食・販売 

 特典 

 特典 

エイデン 

高畑店 

御菓子司 もち観 
営業時間： 8時～20時 

全国菓子博金賞受賞の銘菓

「円空大黒天もなか」販売。    

     コースマップの呈

示でお買い上げ金額600

円ごとに、名物「円空大黒

天もなか」1個プレゼント！ 

神明社 円空仏特別公開 

 特典 

 ガスト荒子店 

 
右上の三角券の呈示で

全品10％にてご提供！ 

 特典 

割
引

券
 

切
り
取

っ
て

お
渡

し
下

さ
い

。 

割
引

券
 

切
り
取

っ
て

お
渡

し
下

さ
い

。 

おはしカフェガスト 

前田橋店 

 
左下の三角券の呈示で 

全品10％にてご提供！ 

 特典 

      

ここまで約 ２ ㎞ 

あと約 ４．７ km 

ここまで 

約 １ ㎞ 

あと 

約 ５．７ km 

ここまで 

約 ３ ㎞ 

あと 

約 ３．７ km 

こ
こ
ま
で
約 

４ 

㎞ 

あ
と
約 

２
．
７ 

㎞ 

ここまで 

約 ５ ㎞ 

あと 

約 １．７ km 

ここまで 

約６ ㎞ 

ゴールまで 

あと少し！ 

八田町 

八田本町 

野田小学校南 

高畑住宅西 

野田３ 

打出本町 打中１ 

中郷２ 

高畑 

荒子観音西 

荒子 

観音寺 

野田小 
高畑公園 

野田２ 野田１ 

宝珠院 
境内には市の保存樹で

ある五葉松の大樹があ

り、四季折々、鳥のさえ

ずる憩いのお寺です。 

荒子１ 

★←このマークのある場所で

は、ガイドボランティアによるガ

イドを行っています。 

 特典 

 車に注意！ 

 車に 

注意！ 

 車に 

注意！ 

 車に 

注意！ 

②大和屋坪井酒店 
営業時間：9時30分～20時  

利家にちなんだお酒を販売。 

銘酒「荒子城」「前田城」を 

 １割引にて販売。冷たい飲料

水、お酒の有料試飲有。 
 特典 



 上の写真は、昭和５７年に地下鉄東山線の

中村公園駅と高畑駅間の開通の記念に発行さ

れた記念乗車券です。台紙には今回のコース

上の見どころである荒子観音寺に保存されて

いる円空仏がデザインされています（今回の

コースでは、荒子観音寺横の神明社にて保存

している、円空仏の特別公開を実施しま

す）。このように、交通局では開業以来様々

な記念乗車券を作製し、発売してきました。

その形状も時とともに変遷し、現在ではユリ

カやドニチエコきっぷの記念乗車券を発売し

ています。 

 

 最近では、今年の２月に市バスの開業８０

周年を記念して、昭和５年の開業当時から現

在にいたるまでの歴代の市バス車両の中か

ら、５台をピックアップして券面にデザイン

した「市バス開業８０周年記念ユリカ」を発

売しました。 

10000枚限定で発売し、残りわずかとなって

いますが、現在も名古屋駅等で販売していま

す。ま た、

本日は特別

にゴール会

場でも販売

い た し ま

す。こ の 機

会にぜひ、

お買い求め

ください。特

製台紙付きで1枚1,000円で、台紙では市バス

８０年の歴史を年表形式で紹介しています。 

  

 また、丸の内にある市営交通資料センター

では、過去に交通局が発行し、現在は使用期

限が終了している記念乗車券を多数販売して

います。販売価格は種類により異なりますが 

３００円から１，０００円ぐらいです。  

  

「名古屋まつり記念」「地下鉄開通記念」

「名古屋市博物館開館記念」など様々な記念

乗車券があり、デザインも当時が偲ばれるも

のばかりで、見ているだけで楽しくなってき

ます。 

 資料セ

ンターで

現在販売

している

期限切れ

記念乗車

券 は、交

通局のウェブサイトでもご案内しております

ので、そちらもご覧下さい。 

 

 このほかにも、資料センターには、交通局

の刊行物や市営交通に関するたくさんの蔵書

があり、自由に閲覧することができるほか、

地下鉄鶴舞線の運転を疑似体験できる、列車

運転シミュレータなどもあります。ぜひ、一

度お出かけください。 

なつかしの記念乗車券 

※駐車場はございませんので、公共交

通機関（市バス・地下鉄）をご利用くだ

さい。 

 

  

 

地下鉄 築地口駅をスタート、荒子川公園を経由し名古屋港

ガーデンふ頭までを歩く約7.4㎞のコースです。ゴールは名

古屋港駅です。 

 中川口緑地は、中川運河沿いに整備された遊歩道で、芝

生の広場ほか健康遊具などがあり、憩いの場となっていま

す。 

 盲導犬総合訓練センターは、盲導犬を育成する施設で、

盲導犬に関するパネルの展示を行っているほか、資料の閲

覧コーナーなどもあります。 

 荒子川公園は、荒子川の両岸に南北11kmに広がる公園

で、ちょうど見頃を迎えるラベンダー園が有名です。また春には、川沿いに見事な桜並木が広がります。 

 園内ではバーベキューなども楽しむことができますし、ティールーム「紫音」では、特製ハーブティー・オ

リジナルグッズ・ラベンダーアイスクリームもお楽しみいただけるなど、魅力あふれる公園となっていま

す。 

 最後に訪れる名古屋港ガーデンふ頭一帯は、名古屋港水

族館、ポートビル展望室などの楽しい観光施設が点在する

魅力あるスポットです。駅ちかウォーキング参加者の皆さま

には、入場料が割引になるなどの特典もございますので、

ウォーキング終了後にゆっくりと観覧されてはいかがでしょう

か？  

次回が、駅ちかウォーキング2010SPRING最後の回となりま

すので、ぜひご家族、お友だちをお誘い合わせのうえご参加

ください。 

次回の                    は、             ６/５（土）開催！ 

 

「ラベンダー薫る荒子川公園と潮風みなとウォーキング」  

中川口緑地 

荒子川公園 

 

       前田利家は、天文7年(1538年)前田利昌の第4子として、現在の中   

    川区で生まれた。幼名を犬千代といい、幼年時代から織田信長に仕 

   えた。14歳で尾張海津の戦いに初陣、早くも敵の首級をあげ、「肝に 

  毛のはえた奴だ」と信長を驚かせた。信長にことのほか目をかけられて

いたが、向こう意気も強く、信長の愛童を殺害してしまい、信長の怒りにふ

れ、放逐の身となった。 

 その後、桶狭間の戦いに隠れた戦功をあげ、美濃の斉藤征伐にも武勲をあ

げて、ようやく信長の不興が解かれた。そして、勇士のみが加わることを許

された赤母衣武者の一員になり、32歳で荒子城主となった。その後も、各地

の戦いで功をたて、長浜一万石に封じられ、更に越前府中三万五千石に移封

された。 

 信長の死後、秀吉と柴田勝家が争った際には、勝家側に属していたが、勝家が賤ヶ岳の戦いに敗れ

た後は、尾山城(後の金沢城)に入り、秀吉に従って活躍し、豊臣家の五大老の一人として重責を果た

した。秀吉の死とともに、豊臣政権に亀裂が生じたが、利家の存在が徳川派と反徳川派との均衡を保

たせていた。しかし、約1年後の慶長4年(1599年)に病気でこの世を去った。 

 利家は、家康に対して子の利長の取り立てを頼み、利家の後を継いだ利長は、関ヶ原の戦いのあ

と、加賀百万石の大名として徳川御三家に次ぐ席を得る道を開いたのである。 

 前田利家は、我が国の戦国時代の武将のうち、信長・秀吉・家康に次ぐ偉大な人物であり、当地か

らでたことについては大いに誇りとするところである。(『中川区史』より抜粋)  


